
携帯端末向けマルチメディア放送（V-High）イメージ

放送波による
一斉同報

V-Highマルチメディア放送サービスイメージ

日中 リアルタイム型放送

夜間 蓄積型放送

日中

周波数利用のイメージ（リアルタイム型放送と蓄積型放送）

放送と同時に視聴する者が少ない時間帯（夜間）は、広い帯域を使って
大容量の放送番組を送信し、受信機に蓄積させる。
（ユーザーは蓄積後の任意の時間に視聴可能。）

放送と同時に視聴する者が多い時間帯（日中）は、リアルタイム型放送
中心。

（
時
間
）

（帯域幅）

・ リアルタイムな情報提供 ・ 音楽や大容量の動画を
蓄積する視聴サービス

・ 電子書籍、電子雑誌の
提供

電子書籍・雑誌
音楽・ゲーム・
映画・ドラマ

ニュース・天気・
スポーツ中継

・ 電子教材、教育コンテンツ

教育



90～108MHz帯
（1～3ch）

170～222MHz帯
（4～12ch）

470～770MHz帯
（13～62ch）

アナログ
テレビ放送

アナログ
テレビ放送

アナログテレビ放送
デジタルテレビ放送

【デジタル化後】
（「周波数割当計画」（平成19年12月6日総務省告示））
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自営通信
(安全・安心の確保)

放送
（移動体向けの

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ放送等）

18MHz幅 32.5MHz幅 14.5MHz幅

放送
(移動体向けの

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ放送等)

VHF帯 UHF帯

108 170 202.5 207.5 222

710～770MHz170～222MHz90～108MHz

90

移動通信又は
テレビジョン以外の放送

テレビジョン
以外の放送

移動通信
（53～62ch）

デジタルテレビ放送
（13～52ch）

18MHz幅 52MHz幅 60MHz幅

90 108 170 222 710 770

デジタル移行後の空き周波数の有効利用

V-Highマルチメディア放送

・携帯電話
・ITS（Intelligent Transport System：高度道路交通シ

ステム） に使用することを予定。




